	平成３０年度　奈良市ボランティアインフォメーションセンター運営推進懇話会　会議の概要

	開催日時
	平成３０年７月５日（木）午前９時３０分～１１時

	開催場所
	奈良市ボランティアインフォメーションセンター　会議室１－１

	議　　題
	１　開会

　・市民活動部長あいさつ

２　案件

（１）奈良市ボランティアインフォメーションセンターについて

①平成２９年度事業報告について

②平成３０年度事業計画について

　（２）その他

３　閉会

	出席者
	委　員
	秋葉武氏、藤野正弘氏【計２人出席】

	
	事務局
	園部市民活動部長、中川市民活動部次長、矢倉協働推進課長、今井協働推進課長補佐、栗本協働推進課主査、髙岡協働推進課係長、佐藤ボランティアコーディネーター、上本ボランティアコーディネーター、古田ボランティアコーディネーター、事務局（協働推進課）

	開催形態
	公開（傍聴人２人、報道関係者０人）

	担当課
	市民活動部協働推進課

	議事の内容

	１　開会
園部市民活動部長より挨拶があった。

２　案件
（１）奈良市ボランティアインフォメーションセンターについて

①平成２９年度事業報告について

Ⅰ．平成２９年度利用状況について

事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。
　　　　・全体的に数字が伸びているが、その要因は。

　　　　　→HPのリニューアル、公式ツイッターをしたことや、事業の参加数も伸びていること、交流コー
ナーのような、いつ来ても使える場所があることなどで、団体同士の口コミの効果もあり、認知
度が高まっていると考えられる。

Ⅱ．平成２９年度実施事業一覧について

　　　　事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。
　　　　・回ごとの参加した人数が出ていない事業もあるので、どの事業でも出すべき。
　　　　・子ども食堂情報交換会で、横の連絡をセンターが担ってはどうかという参加者の意見が出ているよ
うだが、どう考えているか。
　　　　　→子ども食堂に関する支援は今年で３年目。奈良県の子ども食堂ネットワークが去年の８月にで
き、そこにサポーター会員として入っている。奈良市内の子ども食堂ネットワークもつくってい
けたらと考え、今回は子ども食堂に実際に携わっている方の情報交換会を行った。実施してわか
ったことは、各団体が他の団体のことをほとんど知らないということ。また実践者以外に、奈良
生協からＣＲＳ組織部長と奈良市ボランティアセンターから当時の所長が参加しており、生協か
らは「奈良フードバンク」が立ち上がり、これから食材の面での支援をやりやすくなるとの発言
があり、また、ボランティアセンターからは新しい子ども食堂の実際の立ち上げを支援していき
たいとの発言があり、少しずつではあるが連携の兆しが見える集まりとなった。
・年１回の情報交換会だけでいいのか。
→この事業だけに力を注ぐことはできない状況だが、つながりをつくることで、センターに団体の情報を取り入れたり、団体に情報を提供したりできている。集まることは年１回ではあるが、様々な情報の収集や提供ができている。今後も努力していきたい。
・ボランティアインフォメーションセンターとボランティアセンターとの協働や棲み分けのいいきっかけになるのではないかと思うので、情報交換会を事業の枠組みに組み込んでもらい、ボランティアセンターと協働してもらいたい。

　　　　・子ども食堂は現場の活動で横のつながりがなかったので、情報交換会は画期的だと思う。
Ⅲ．平成２９年度第２回ボランティアインフォメーションセンター運営推進懇話会における、ご意見・ご
質問と対応について
事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。

　　　　・私たち委員の助言に適切に対応してくださっていることが増えてきている。３０年度の計画をみて
も、助言が組み込まれている。夜間の利用拡大や、新しい講座を増やすことなど、着実にやってい
ることが、利用状況の増加の一因であると思う。
Ⅳ．平成２９年度奈良市ボランティアインフォメーションセンター利用者アンケート（個人）について

事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。
　　　・母数が少ない。奈良市全体では施設の窓口アンケートを統一してやっていないのか。
　　　　→施設全体のアンケートはしていない。今後は別の施設も利用して様々な日や時間でアンケートをと
　　　　　れるようにしたい。
　　Ⅴ．平成２９年度奈良市ボランティアインフォメーションセンター登録団体アンケートについて
　　　　事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。
　　　・多様なデータがあるが、アンケートのデータは次に活かすためにとるので、あまり細かくせずに、
重複するようなことはきかず、次にどうつなげるかという視点で考えてほしい。
　　　・もう少し項目を絞ってもいい。回答する団体の負担にもなるかもしれないので、そこは今後の課題。
自由記述に意見があるということは、センターへの期待があるということだと思う。
②平成３０年度事業計画について
　　Ⅵ．平成３０年度奈良市ボランティアインフォメーションセンター事業計画について
事務局から説明を行った。主な意見は以下の通り。
・ボランティア入門講座は夜に開催して何人参加したのか。
→１７人。夜だから来たという方は１人だった。
・初めての夜間開催にしては参加人数としては多い方だと思う。すぐに効果はでないかもしれないが、
長い目で見て続けてほしい。
・スポーツボランティア講座が思っていたより手応えがあったようなので、今年度も引き続き新たな企
画を考えてほしい。
・NPOマネジメント講座に奈良の講師を呼べるということは、奈良のNPO、ボランティアも力がつい
てきたということだと思う。

・新しい事業が増えたということだが、なくなったのはなにか。

　　　　→親子ボランティア体験の参加者がいなかったので、今までは独立していたが、今回は折り紙ボラン
　　　　　ティアに親子枠をつくった。また、井戸端サロンをパネル展開催時に展示の入れ替えと合わせて団
体同士の交流を図っていたが、団体の入れ替え時間が合わず、団体同士が会えないので、今年度は
団体のPR枠を作る予定。
　　　・意欲的に新しいことをやるのはいいことだが、一方で職員に過度の負担がかからないようにしてほしい。
　　　・団体との協働という言葉が新しくでているが、このセンターがすべてやってしまうのではなく、団体
のスキルアップにもつながるので、団体自身に任せるのはいいことなので、拡大してほしい。絵本リ
サイクルも、団体を立ち上げて、団体にやってもらってセンターは後ろから支えて手伝うのが理想的。
３　閉会

以上
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